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さ
て
、
10
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
本
年
度
の
日
本
Ｊ
Ｃ
の
集
大
成
で

も
あ
る
全
国
大
会
宮
崎
大
会
も
無
事
に
終
わ
っ
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
（
原
稿
執
筆
は
ま
だ
9
月
）。
又
、
長

崎
で
10
月
と
い
え
ば
や
は
り
「
長
崎
く
ん
ち
」
で
す
。

「
長
崎
く
ん
ち
」
は
、
長
崎
県
長
崎
市
の
諏
訪
神
社
の

祭
礼
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
、１
６
３
４
年
（
寛
永
11
年
）

に
、
神
前
に
て
謡
曲
「
小
舞
」
を
遊
女
で
あ
る
高
尾
と

音
羽
の
二
人
が
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
３
８
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
踊
町

か
ら
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
「
長
崎
く
ん
ち
」
で
す
が
、
３
８
４
年
の
長
い
歴
史

の
中
で
、
多
く
の
変
遷
が
あ
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
３
８
４
年
前
に
始
ま
っ
た
当
初
の
目
的
は
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
長
崎
奉
行
・
榊
原
飛
騨

守
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

各
町
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
町
の
特
色
を
生
か

し
つ
つ
、
時
の
戦
争
に
よ
る
中
断
や
繰
り
返
さ
れ
る
町

の
再
編
成
を
乗
り
越
え
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
演
し
物
が
失
わ
れ
た

町
も
あ
り
ま
す
。
伝
統
文
化
と
い
う
も
の
が
、
様
々
な

歴
史
を
経
て
今
日
の
ス
タ
イ
ル
に
進
化
し
、
又
こ
れ
か

ら
も
こ
の
文
化
を
継
承
す
べ
く
各
町
で
様
々
な
趣
向
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
も
同
じ

こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
66
年
前
に

創
立
さ
れ
た
こ
の
長
崎
Ｊ
Ｃ
は
、「
修
練
・
奉
仕
・
友
情
」

の
三
信
条
の
も
と
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
を
築
く
べ
く
、

常
に
地
域
の
こ
と
、
市
民
の
こ
と
を
考
え
、
時
代
時
代

の
諸
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
解
決
す
べ
く
運
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
去
と
現
在
に
お
い
て
そ

の
問
題
も
変
化
し
、
な
お
か
つ
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
お
い
て
考
え

ら
れ
る
問
題
も
見
据
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
我
々
Ｊ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
我
々
の
な
す

べ
き
目
標
が
何
で
あ
る
か
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
長
崎
を
ど
の
よ
う
な
都
市
に
す
る
の
か
と
い

う
都
市
構
想
も
必
要
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
は
、
想
定
す

る
長
崎
の
将
来
像
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
構
築

し
、
必
ず
こ
の
長
崎
に
変
革
を
起
こ
そ
う
と
い
う
気
概

を
持
ち
、
又
、
そ
の
将
来
像
に
対
し
最
短
距
離
で
近
づ

く
と
い
う
確
固
た
る
覚
悟
が
必
要
な
の
で
す
。
特
に
、

単
年
度
と
い
う
Ｊ
Ｃ
特
有
の
制
限
が
あ
る
中
で
、
最
大

限
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
何

が
で
き
る
の
か
と
い
う
、
ま
ず
運
動
の
枠
を
作
る
の
で

は
な
く
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う

大
き
な
運
動
の
理
念
の
も
と
、
運
動
を
構
築
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
沿
う
の
で
は
な
く
、
常
に
時
代
を
先
取
っ
た
組
織
と

し
て
の
進
化
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
残
り
3
か
月
と
な
り
ま
し
た

こ
の
第
66
年
度
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
ど
の
委
員
会
も
事

業
を
控
え
て
お
り
ま
す
。
我
々
の
運
動
が
、
愛
す
る
長

崎
を
動
か
す
大
き
な
原
動
力
と
な
り
、
更
に
は
長
崎
を

大
き
く
変
革
す
る
引
き
金
に
繋
げ
る
べ
く
、
最
後
ま
で

会
員
一
丸
と
な
っ
た
多
大
な
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
4
月
株
式
会
社
ラ
ッ
ク

ラ
ン
ド
入
社
。
こ
の
会
社
は
、
主
に
店

舗
の
内
装
設
計
・
施
工
・
監
理
を
行
う

東
証
2
部
上
場
で
社
員
数
約
２
０
０
名

の
会
社
で
あ
る
。
実
は
こ
の
会
社
、
前

年
に
先
代
の
社
長
が
急
死
し
、
急
遽
ご

子
息
が
社
長
に
な
ら
れ
、
な
お
か
つ
社

長
は
当
時
若
干
28
歳
、
最
年
少
で
東
証

に
上
場
し
た
会
社
で
あ
る
。
ま
ぁ
、
そ

ん
な
こ
と
は
新
入
社
員
の
自
分
に
と
っ

て
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
一
応
設
計
職
で
入
社
し
た
の
が
、

3
か
月
の
研
修
後
に
配
属
さ
れ
た
の
は

施
工
管
理
の
部
署
で
あ
っ
た
。
要
は
現

場
監
督
で
あ
る
。
内
装
の
仕
事
は
、
そ

の
施
工
期
間
は
工
事
開
始
か
ら
オ
ー
プ

ン
ま
で
約
1
か
月
間
と
非
常
に
短
期
間

で
あ
る
。
こ
の
会
社
が
主
に
行
っ
て
い

た
の
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
肉
屋

る
と
終
電
後
か
ら
の
深
夜
作
業
が
メ
イ

ン
と
な
り
、
夜
中
の
1
時
か
ら
作
業
が

始
ま
る
。
現
場
が
家
か
ら
近
け
れ
ば
ま

だ
マ
シ
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
千
葉
や
埼

玉
の
は
ず
れ
に
な
る
と
本
当
に
地
獄
で

あ
っ
た
（
そ
の
頃
は
東
横
線
の
日
吉
駅
、

次
に
目
黒
線
の
武
蔵
小
山
駅
沿
い
に
住

ん
で
い
た
）。
始
発
で
現
場
に
2
時
間

か
け
て
行
き
、
終
電
で
帰
る
、
下
手
す

る
と
現
場
に
泊
ま
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ

た
。
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
な
ん
と

も
い
え
な
い
達
成
感
と
楽
し
さ
が
あ
っ

た
が
、
や
は
り
精
神
的
に
も
非
常
に
き

つ
い
部
分
も
あ
っ
た
。
入
社
し
て
3
年

目
に
な
っ
た
頃
、
と
あ
る
店
舗
を
メ
イ

ン
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
成

城
石
井
」
と
い
う
会
社
で
あ
る
。
そ
の

当
時
、「
成
城
石
井
」
は
高
級
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ

た
が
、
先
出
の
「
牛
角
」
の
会
社
で
あ

る
レ
イ
ン
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と

い
う
会
社
に
買
収
さ
れ
て
、
新
た
な
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

や
魚
屋
、
野
菜
屋
な
ど
の
生
鮮
関
係
の

テ
ナ
ン
ト
、
飲
食
店
、
そ
し
て
た
ま
に

物
販
や
ア
パ
レ
ル
な
ど
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
業
界
的
に
も
4
番
手
く
ら
い
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
、
最
初
に
行
っ
た
現

場
が
東
急
東
横
線
沿
い
の
綱
島
駅
で
焼

肉
屋
の
「
牛
角
」
を
作
る
現
場
で
あ
っ

た
。
そ
の
当
時
、
牛
角
が
全
国
的
に

店
舗
展
開
し
て
い
る
真
っ
最
中
で
あ

り
、
そ
の
関
東
圏
の
店
舗
を
ほ
ぼ
一
手

に
扱
っ
て
い
た
。
他
に
も「
土
間
土
間
」

や「
温
野
菜
」な
ど
の
内
装
も
ほ
ぼ
行
っ

て
い
た
。
内
装
の
現
場
監
督
は
非
常
に

過
酷
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
現
場
は
8
時

に
始
ま
る
の
だ
が
、
工
期
が
短
い
た
め
、

毎
日
ほ
ぼ
21
時
や
22
時
ま
で
現
場
作
業

が
あ
り
、
そ
の
後
に
帰
社
し
て
明
日
の

た
め
の
行
程
確
認
や
職
人
の
手
配
、
施

工
図
の
作
成
を
繰
り
返
す
毎
日
で
、
そ

れ
が
オ
ー
プ
ン
日
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
続
く
。

特
に
オ
ー
プ
ン
日
直
前
は
、
細
か
な
補

修
作
業
が
あ
り
徹
夜
の
日
も
あ
る
。
路

面
店
は
ま
だ
良
い
方
で
、
駅
ビ
ル
に
な

ま
ず
は
、
本
拠
地
で
あ
る
成
城
に
ワ
イ

ン
専
門
店
を
併
設
し
た
「
ヴ
ィ
ラ
ー

ジ
ュ
成
城
石
井
」
を
皮
切
り
に
、
更
に

高
級
商
材
を
扱
う
「
成
城
石
井
ｓ
ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
」
を
代
官
山
や
中
目
黒
に
展
開

し
て
い
き
、
そ
の
オ
ー
プ
ン
の
ほ
と
ん

ど
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、
店

舗
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
店
舗
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
と
も
親
し
く
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
更
に
店
舗
展
開
し
、
よ
り
大
き
な
責

任
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

残
念
な
が
ら
家
業
を
継
ぐ
と
い
う
話
に

な
り
、
志
半
ば
で
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
自
分
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
Ｊ
Ｃ
と
い
う
団
体

と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。（
ち
な
み
に
、

こ
の
会
社
は
現
在
東
証
1
部
に
ま
で
上

場
し
、
全
国
各
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

世
界
に
ま
で
進
出
し
て
お
り
、
従
業
員

数
約
１
０
０
０
名
と
い
う
大
企
業
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
！
）

理
事
長
挨
拶

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
　
第
66
代
理
事
長
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ながさき100km徒歩の旅実行委員会
� 楊　　和樹�君

例会委員会　副委員長
� 中村�伸一郎�君

　去る 8 月 23 日（木）～ 8 月 26 日（日）、第 5 回ながさき
100km 徒歩の旅が開催されました。今年は台風の影響で 1
日少ない 3 泊 4 日の旅となりましたが、参加した子ども達
96 名全員が無事に完歩することができました。
　ボランティアの学生スタッフは 66 名と前回より少ない
人数ではありましたが、研修を通して一人ひとりが成長し、
しっかりと子ども達と向き合うことで全員をゴールさせる
ことができました。又、隊列から遅れる子ども達もほとん
どいなかったのは学生スタッフがそれぞれの役割を果たし
たからだと思います。そしてなにより子ども達は無限の可
能性があることを教えてくれました。その姿を見て我々実
行委員会メンバーも JC メンバーの方々もたくさんの学び
があったのではないでしょうか。
　この事業で学んだ「生きる力」を持って子ども達と学生
スタッフはこれからの社会へ大きく羽ばたいてくれること
でしょう。
　最後に本事業にご協力いただいたメンバーの皆様、本当
にありがとうございました。

　去る 9 月 10 日（月）、ホテルニュー長崎におきまし
て会務室担当例会「時代に合わせて必要とされるリー

ダーシップ」が開催されました。
　マクドナルドのハンバーガー大学より 2 名の講師に来ていただき
ベーシックピープルスキルとリーダーシップスキルを中心にご講話
いただきました。内容としましてはワークショップ形式も盛り込ま
れており、実際に正会員の皆様に体験していただいたことで、より
リアルにリーダーシップとして必要な要素を学べました。
　今回の講演を是非とも JC 活動やお仕事で活かしていただけまし
たら幸いです。
　最後にご参画いただいた正
会員の皆様ありがとうござい
ました。毎月例会にご参加下さ
いませ。

第5回ながさき100km徒歩の旅

9月会務室担当例会
「時代に合わせて必要とされるリーダーシップ」
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九州コンファレンス2018 in 天草

渉外委員会
� 委員長　溝江　琢也�君

公益社団法人日本青年会議所�九州地区協議会
� JCブランド確立委員会�委員長　山口　知宏�君

　去る 9 月 1 日（土）から 9 月 2 日（日）
の 2 日間にわたり天草の地にて九州コンファレンス
2018 in 天草が盛大に開催されました。初日は天草市
民センターにて、長崎 JC 出向メンバーが大活躍の
ファンクションが開催されました。その後開催された
大懇親会では、雷鳴轟く天候で一時はどうなることか
と思われましたが、会を大いに盛り上げていただい
た DRUM TAO による素晴らしい演奏も影響したの
か、終わりの頃には雨雲が遠のいておりました。又、

　去る 9 月 1 日（土）と 2 日（日）、熊本は
天草の地にて、九州コンファレンス 2018 in 天草が開
催されました。本年度九州地区協議会では「地域の個
性が輝く自立した九州の創造」をスローガンとし、運
動を展開しております。今回の九州コンファレンスで
はこれまでの活動成果を発信すべく各種フォーラム・
セミナーを実施致しました。中でもメインフォーラム

「通信インフラが切り拓く未来の可能性」におきまし
ては川原倫彦君が担当副委員長の大役を務め、まちづ

その夜の LOM ナイトにおきましても新たなキャラク
ターが誕生し、翌日の AWARDS KYUSHU 2018 では、
渉外委員会メンバーの山口知宏君が JC ブランド確立
委員会の委員長として出向しており、大成功を収めら
れました。それぞれの思い出に残った実りある 2 日間
だったと思います。総動員数としましては、2 日間を
とおして 59 名のメンバーに遠い天草の地までお越し
いただきました。改めまして御礼申し上げます。本当
にありがとうございました。

くりに活かせるフリー Wi-Fi の効果的な活用法を学ぶ
ことができました。又、私が担当させていただきまし
た九州地区の褒賞事業「AWARDS KYUSHU 2018」
におきましても安藤副委員長をはじめとした長崎メン
バーが力を合わせて構築し、JC 運動のブランディン
グに寄与することができ、大変有意義な事業とするこ
とができました。九州コンファレンスにご参加いただ
きました皆様、誠にありがとうございました！

4



公益社団法人日本青年会議所
九州地区長崎ブロック協議会�憲法改正推進委員会
� 委員長　池田　光史�君

青少年育成委員会
� 　岩永　　篤�君

　去る 9 月 8 日（土）、メルカつきまちの長崎市市民生活プラザホールにて「ご当地アイドル MilkShake（ミルクセーキ）
と学ぶ楽しい憲法授業」を開催させていただきました。
　当日は悪天候の中、一般市民 63 名と JC メンバー 87 名と多くの方に参加いただき開催されました。
　事業は上手くいくところも、いかないところもありましたが、メンバーの支えもあり予定通りに終了致しました。
憲法に興味がない方に、少しでも憲法に触れていただき
興味をもってもらいたいと思い事業を開催したのですが、
来場者から「学生以来憲法について学びましたが、改め
て講師の話を聞き、思い出したことや知らなかったこと
も多く勉強になりました。改めて勉強しようと思いまし
た」など多数の喜びの声が聞けたのはよかったと思いま
す。これからも憲法事業が継続され、県民に憲法の大切
さが伝わることを祈念し報告とさせていただきます。

　去る 9 月 12 日（水）、諏訪小学校 3 年生を対象
に出前講座を実施しました。
　子ども達に郷土のことを伝えるべく、「わたし
たちとおくんち」と「長崎にかかわりのある人た
ち」をテーマにした講座でした。
　子ども達は踊町に住んでいるだけあり、皆おく
んちについて詳しかったです。これからも 380 年
という歴史ある長崎の伝統のおくんちを子ども達
に守っていってもらいたいです。私も講師役とし
て参加させていただき、大変貴重な体験となりま
した。

MilkShake（ミルクセーキ）と学ぶ楽しい憲法授業

出前講座
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JC
ラスト
イヤー！
卒業予定者
インタビュー！！

Q1. あなたがJCで特に影響を受けた人は誰ですか？

Q2. JCの思い出を教えて下さい。

Q3. 現役会員へ一言お願いします。

赤田　謙一 君 尾﨑　光輝 君

A1. 柿山聡司先輩

A2. 世界大会 in 福岡

A3. 卒業することに意味がある

A1. 田添太一君。第63年度は嫁といるより長い時間を
過ごしました。次年度専務理事の職務、是非頑張っ
てほしいです。

A2. 第2回ながさき100㎞徒歩の旅。とにかくきつかっ
たです。しかしやってよかったなぁと今でも思いま
す。

A3. これからの世の中を見据えてJCにしかできない
ことをしっかりと進めてほしいと思います。

藤﨑　広倫 君 松島　　稔 君

A1. 小島心平先輩です。運営幹事、委員長と素晴らし
いお手本を背中で見せていただきました。

A2. 第3回100km徒歩の旅本番。4泊5日5時間睡眠、
田﨑さん朝一まさかのインロックでJAFを呼ぶ、
みろく屋の車庫にて監禁事件、池田直樹先輩最終
日に胃潰瘍にて緊急入院（笑）

A3. JC活動は、家族や会社の従業員の理解、又JCメン
バーの協力や支えがあってこそだと思います。常に
感謝の気持ちを忘れずにJC活動頑張って下さい。

A1. 先輩方も含め、メンバー全員だと思います。特に
そのきっかけを作ってくれた猪村栄一先輩。

A2. いっぱいありすぎます……
屋形船、広島全国大会、骨折飲み会

A3. JCのメンバーは全員すごいと思います。良い仲間
と、中身が濃い時間を大切に過ごして下さい。
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長崎JCの家族事業

【第 10 回】

　今回のプレイバックのテーマは家族に関する事
業です。これまで長崎 JC で行われた会員のご家
族との交流事業について、いくつかを取り上げて
みます。
　まず皆様の記憶に新しいものとして、近年行
われた第 64 年度に『会員交流地引き網・バーベ
キュー大会「Let’s enjoy!! in TAKAHAMA」』です。
メンバーやそのご家族を合わせて 189 名が参加し
て、天気にも恵まれて大盛況でした。
　又、過去には、2 日間にわたり行われた家族事
業もありました。第 37 年度（1989 年）に行われた

「サマーキャンプ」では、メンバーやそのご家族
を合わせて、100 名で雲仙諏訪の池キャンプ場に
てキャンプを行いました。当時の JC ニュースを
読むと、キャンプファイヤーやバードウォッチン
グなどで子ども達が大喜びだった様子が伝わって
きます。
　更に過去にさかのぼると、「第 1 回レディズク
ラブ」という事業がありました。第 20 年度（1972
年）3 月の事業で、32 名の会員のご婦人を迎えて、
家庭で手軽にできる肉料理の料理講習会を行った
ものです。レディズクラブは、好評を博し、その
年の 10 月に第 2 回が開催されました。このとき
は、家庭でできるデコレーションケーキとクッ

キーの料理講習会
だったとか。当時
は、会員のご婦人
がプロの料理人の
講師から料理を教
えてもらうという
事業だったようで
すが、料理男子という言葉も生まれた近ごろでは、
ご婦人だけでなく家族みんなで一緒に料理を作る
というのもいいですね。
　過去の家族事業を振り返ると、今も昔も、日頃
の JC 活動・運動はご家族や職場など周囲の方々
のご理解と支えによって成り立っているものと改
めて感じました。
 （広報委員会／鮎川　　愛）

副理事長
� 　峰　　栄樹�君

長崎青年3団体懇親ゴルフコンペ
　去る 8 月 29 日（水）、長崎青年 3 団体懇親ゴルフコンペが喜々
津カントリー倶楽部にて開催されました｡ 当日感じたことは､ ス
コアを競うより交流が大事だということです｡ さて､ 今後どのよ
うな活動をするのか気になるところでしょう｡ 内容は秘密ですが、
来年 2 月に 3 団体での事業を計画中です｡
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じゃがいも倶楽部

部員募集中！ クラブ活動紹介
クラブ活動

� 幹　事　　山口　　潤�君
　じゃがいも倶楽部は特別会員、現役会員の垣根を超えて楽しくゴルフをするクラブ
です。クラブといっても会員ならどなたでも参加できます。年に 5 ～ 6 回色んなゴル
フ場でプレイしています。特別会員の方と親睦を図ることができる絶好のチャンスで
す。スコアは上手な方からモグラ叩きする方まで幅広くいらっしゃいます。ゴルフの後は懇親会もありますので男女問
わず皆さんのご参加お待ちしております。

長崎ブロック建設クラブクラブ活動

� 副代表　　加藤　良平�君
　当クラブは 1982 年に野村和夫先輩をはじめとする数名の発起人により、発足し今
年で 36 年目を迎えます。JC 活動の中において建設業にかかわわる会員がビジネスを
中心とした交流を通して個人の資質の向上と会員企業の成長を図ることにより、安心
して生活できる真に豊かな社会づくりに貢献することを目的として活動しております。主な活動として、建設業に関連
する様々な講演の実施や地域清掃などの社会貢献活動の実施と会員同士の交流事業を行っております。

茶道同好会 長崎青松会クラブ活動

� 副会長　　野田　剛士�君
　長崎 JC 唯一の文化部、長崎青松会は今年 12 年目を迎え、月 1 回楽しくお茶のお稽
古をしています。今年は去る 8 月 5 日（日）に爆心地公園にて、裏千家の大宗匠（前家元）
をお迎えして「長崎平和祈念献茶式」という一大事業を行いました。正直、天地がひっ
くり返ってもできない経験が「JC 茶道部だから」できるんです！ といっても、全員お茶の素人ですのでご安心を。先
輩との交流もたくさんありますので、入会希望の方はお気軽に声を掛けて下さい！ 

サッカー部クラブ活動

� �キャプテン　　赤瀬　直樹�君
　サッカー日和の今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか？
　長崎 JC サッカー部の赤瀬です。今年は九州地区 JC サッカー選手権大会で始まり、
V ファーレンが J1 昇格、FIFA ワールドカップとサッカーが非常に熱い年となりました。地区大会では長崎 JC サッカー
部がベスト 8 の功績を収め、来年の地区大会に向け、それ以上の成績に繋がるよう日々練習に励んでいます。
　来年の地区大会開催地は別府です。まだまだ会員募集中です。特に新入会員の皆様！ サッカー経験者大歓迎！ サッ
カー未経験者大歓迎！ 一緒にサッカーを通して汗を流し、友情を育みましょう！！ 入部して損はなし！ キックオフ！！

野球部クラブ活動

� 監　督　　山本　智昭�君
　長崎青年会議所野球部は、主に長崎ブロック大会で優勝することを目標に活動して
おります。過去には九州地区大会で準優勝するなど輝かしい成績を残している伝統あ
るチームです。しかし、次年度以降メンバー不足が懸念されております。
　野球部のために又は普段の運動不足解消のために是非入部をお願い致します。JC 活動とは違う多くの学びが必ずあ
るはずです。初心者の方でも大丈夫ですが、実は野球経験がある方はもれなく入部していただき、一緒に優勝を目指し
ましょう。宜しくお願い致します。
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